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＜あいちクリオ通信 平成30年11月特別号（No.365）＞ 

 
 

 
 
 
 
 

 

本年10月以降、「封書」による架空請求に関する相談が愛知県及び市町村
の消費生活相談窓口へ寄せられています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１１月３０日（金） 

愛知県県民文化部県民生活課 

消費生活相談グループ 

担当 近藤、平田  

内線 ５０３１・５０３２ 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ０５２－９５４－６１６５ 

新手口「封書」による架空請求詐欺に御注意！ 

 

１ 封書は窓付き封筒で、表面に「重要」と赤いスタンプが押印されている。 

 

２ 封書には、「総合消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」等と題した書面 

が入っており、「法務省管轄支局国民訴訟通達センター」等の連絡先が記載され 

ている。 

 【実際に届いた封書の例：裏面】 

封書の特徴 

１ 「架空請求ハガキ」と同様、身に覚えのない請求は無視して、絶対に書面に記 

載された連絡先に連絡しないようにしましょう。 

 

２ 正式な裁判手続きに関する訴状は、「特別送達」と記載された、裁判所の名前

入りの封書で 郵便局職員が直接手渡すことが原則（受取時に「郵便送達報告書」

への署名又は押印が求められる。）となっており、郵便受けに投函されることは

ありません。 

 

３ 正式な訴状かどうか判断に迷ったり、心配な場合は、県又はお住まいの市町村

の消費生活相談窓口に御相談ください。 

  

アドバイス 

消費者ホットライン ☎ １ ８ ８ （いやや！ ） 
― 身 近 な 消 費 生 活 相 談 窓 口 に つ な が り ま す ー  
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【実際に相談者へ届いた封書の例】    

  

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

【封書に入っていた書面の例】 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


